


「初めて」＋「会う」で表します。「初めて」手の甲
こう

にもう一方の手のひらを重ね、上げながら、人さ
し指以外と親指の先をくっつけます。「会う」人さ
し指を立てて指の腹

はら

を向かい合わせ、同時に近づ
けます。



①手の甲の上にもう一方の手を垂
すいちょく

直にのせ、その
手だけを上げます。②頭はおじぎをするように軽
く下げます。

「よろしく（良い）」＋「お願いします」で表します。
「よろしく」片手のこぶしの親指側を鼻にあてま
す。「お願いします」少し頭を下げ、顔の正面で
その手を開きながら少し前に出します。



「わたし」片手の人差し指で自分の胸
むね

を指します。
「名前」片手のひらを前に向け、もう一方の手の親指をあてます。
「といいます」片手の人さし指を立て、口元から前へ出します。



「中」片手の親指と人さし指を横にのばし、
立てたもう一方の手の人さし指をあてて
「中」の字を作ります。「学校」は、両手の
ひらを手前に向けななめに立ててならべ
置きます。本を読む姿からきています。

「小」片手の人さし指を立て、もう一方の手の人さし指と中指ではさみます。“小”の字を表しています。
「5」片手でこぶしを作り、親指だけを横にのばします。




